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〔要旨〕 

1970年代半ばから 1980年代半ばにかけての 10年間は、ケインズ主義から新自

由主義への移行期であった。日本では、玉野井芳郎をはじめとする異端の経済

学者たちが、市場社会と工業原理を中心に据えた近代的な経済モデルに代えて、

地域主義（regionalism）と生命系（living system）を主軸とする新たな経済モ

デルを提唱した。それから四半世紀後の今日、グローバリズムの潮流は市場と

工業の世界をますます押し広げようとしている。それとともに、生活の安定性・

持続性を破壊する市場原理主義への疑問はますます強くなってきている。玉野

井たちの提唱した経済モデルは、可能性の世界を描いたものだったが、いまや

切実に求められる現実モデルになりつつある。 
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